
第10号

2

真空妙有……”…･･””“………‘………‘………舟橋一一哉…1

－佛教学と真宗学との接点一

プラマーナ・ブールティカ為自比量章の順位･……‘･長崎法潤｡･･18

僧叡の研究（上）””･”“･”.．…･･･…“･･“………･古田和弘…31

人 と業績

佐伯定胤老師･”…”””･“………‘

一法隆寺の故和上を偲んで－

･･富貴原章信…50

書評・紹介

桜部建：倶舎論の研究界・根品…“･““…･…

横超菩日編：法華思想･……………………．．…・

禅文化研究所紀要（創刊号）…“…“““････“…

９
４
９

６
７
７

》
》
岬

彰
教
哉

平
勝
梱

川

又俊

島光

＊ ＊ 汁

インド佛教への道しるべ（1）

－唯識ｲﾘ|)教一

安井広済.･･85

1969年10月

大谷大學佛教學會



佛教学セミナー

第8号

恵心僧都と四明知礼（上）・･･･…･………･･””…･･“･……
－趙宋期における日中天台の交流一

根本説一切有部における帰依三宝について“.．“･“･…･･･

源信の教・観の性格について｡…………“…““………“
－『観心略要集』を中心として－

摂大乗諭における声聞乗のアーラヤの異門…”…”･…・・

《人と業績》

常盤大定先生･…“･……･･…･……………“…･…．.……
－中国佛教史研究の大成者一

《書評・紹介》

安藤俊雄；天台学…………･““…‘･…”･………“･…
－根本思想とその展開一

塚本善隆：中|玉|仏教通史第一巻･““,“．．､“……･･…･･・

平川彰：初jⅢ大乗ill)散の研究．．…………“･…“･……･‘

＊ ＊ ＊

佛教における体系と創造･“”…“““･“…““･…･………“

安藤俊雄

佐兵木教悟

坂東性純

片研道雄

･幟超慈日

藤古慈海

棡
川

＝
－今

′|､
坤

W叩

くI収

乗

、
、
《

声
、
４
－

ｔ
｜

》
４
■

…･･玉城康四郎
￥250〒20

’
佛教学セミナー

鋪9号

‘|蝋悔について……･･““･“……….．“…“･“･･…･…･……・

恵心僧都と四明知礼（下）・・……………………･………“
－趙宋期における日中天台の交流一

狂言綺語について…･･………“…“…･…･……“……“““‘

《人と業績》

ドクトル渡辺海旭……“…･……･…“･…““･･･……･…･…‘
－真に学を愛した「現代的佛者」－

＊ ＊＊

インド佛教史への逆しるぺ…･･………･”“..……………･‘

｜《書評．紹介》
錐主良敬：華厳教学序説……･…･……………･“……･…“

－ 真如と真理の研究一

武邑尚邦：佛教論理学の研究．.………………･……･……‘
－知識の確実性の論究一

《海外学界ニュース》

ワシンI､ン大学のインド学……“･”……”…･･･…･……･･”
＊ ＊ ＊

「肇諭研究」に見えたる慧達序の読み方に対する私見

益
雄
か

IIIn

安藤俊

白土わ

桜部建

佐盈木教悟

嫌 ロ 1

長崎

茂
法

雄

潤

一郷正 道

……''1’11富一郎

￥250〒20





ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ

－
賛
助
会
員
募
集

〉

一
次
の
要
項
で
賛
助
会
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

一

一
○
会
費
年
間
五
百
五
十
円
（
二
冊
分
）

一

一
○
二
年
間
分
千
円
（
特
集
号
の
と
き

一
は
特
別
会
費
を
頂
き
ま
す
）

〉

一
○
申
込
み
京
都
市
北
区
小
山
上
総
町

一
大
谷
大
学
佛
教
学
研
究
室

一
佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー
編
集
部

一

＊
郵
便
振
替
用
紙
も
御
利
用
下
さ
い
。

（
京
都
置
弓
画
大
谷
大
学
佛
教
学

研
究
室
代
表
者
舟
橋
一
哉
）

既
発
行
の
「
佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー
」
を
御
希

望
の
方
も
右
記
の
と
こ
ろ
へ
お
申
込
み
下

さ
い
。

第
一
号
絶
版

第
二
号
絶
版

第
三
号
絶
版

第
五
号
僅
少

第
四
号
、
第
六
号
、
第
七
号
、
第
八
号
、

第
九
号
の
内
、
二
冊
以
上
お
申
込
み
の
方

は
送
料
を
研
究
室
で
負
担
い
た
し
ま
す
。
）

（
第
六
号
ま
で
各
冊
二
○
○
円
、
第
七
号
一

Ｆ
ょ
峰
禮
鏡
浬
漁
法
し

「
佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー
」
も
五
周
年
を
迎
え
、

発
行
部
数
も
徐
・
べ
に
増
刷
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
る
。
第
十
号
に
は
記
念
特
集
号
を
、
と
い
う

声
も
あ
っ
た
が
、
時
期
尚
早
と
い
う
意
見
が
多

く
、
特
集
号
は
今
回
見
送
る
こ
と
に
し
た
。

さ
て
今
号
に
は
平
川
彰
先
生
と
勝
又
俊
教
先

生
に
書
評
を
お
願
い
し
た
。
お
忙
し
い
両
先
生

に
は
大
変
御
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
と
思

う
。
ま
た
安
井
先
生
に
は
第
七
号
に
「
イ
ン
ド

佛
教
へ
の
道
し
る
、
へ
ｌ
中
観
佛
教
Ｉ
」
を

書
い
て
頂
い
た
因
縁
に
よ
り
、
今
回
は
「
唯
識

佛
教
」
を
お
願
い
し
た
。
イ
ン
ド
大
乗
佛
教
を

学
ぶ
者
、
特
に
初
心
者
に
と
っ
て
は
、
資
料
的

に
詳
し
く
書
か
れ
て
お
り
、
大
変
参
考
に
な
る

こ
と
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
今
号
は
諸
事
情
に
よ
り
出
版
が
非

常
に
遅
れ
て
申
訳
け
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
な

る
．
へ
く
予
定
通
り
出
版
で
き
る
よ
う
に
努
力
致

し
ま
す
。
（
Ｎ
・
Ｆ
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